
1．序

近年，自己修復材料に多大の関心が寄せられている。これは
資源・エネルギーの節約の観点，また環境や安全安心の観点か
らも重要視されている。これまで高分子などのマテリアルの設
計において，共有結合を基盤として設計されており，そのため
にマテリアルとしてはいったん切断されると，元には戻らない
という本質的な性質を有することになった。それに対して，水
素結合やイオン結合ホスト－ゲスト相互作用などの分子間相互
作用を介して形成されたマテリアルにおいてはいったん切断さ
れても，通常の条件下で再び結合を再生する可能性があり，自
己修復性を示す可能性がある。ここでは，動的共有結合，分子
間相互作用，とくにホスト－ゲスト相互作用を用いた接着，自
己修復について紹介，解説する1-3）。

2．自己修復

生物においては傷がついても自然に治癒する機能が備わって
いる。たとえば，単なる切り傷の場合でも，血液により，傷口
がふさがれ出血が止まり，さらに皮膚が再生して，元どおりに
修復される。骨折した場合にも，骨折した個所で炎症が起こる
が，組織内で血管が再生され，骨折端が連結される。さらに骨
の形状が形成され，表面もスムーズに修復される4）。現状では
有機材料も無機材料も，いったん傷がついたり，破壊されたり

すると，通常は元に戻らない。もし「もの」も傷がつき，破壊
されたとしても，元どおりに修復されることがあると，その利
用範囲はおおいに広がり，資源やエネルギーの節約，廃棄によ
る環境問題や，安全安心の面においてもおおいに貢献すること
になる。ここではこのような自己修復に関する研究について概
観し，さらに私たちのホスト－ゲスト相互作用を用いた自己修
復機能について解説する。

3．ポリマーコンポジットによる自己修復

2001年にアメリカのWhiteらにより，Fig. 1に示すように，
ポリマーのコンポジットによる自己修復法が報告された5）。こ
れは熱硬化性樹脂にモノマーを含んだミクロカプセルと，触媒

Fig. 1　Self-healing polymer composites（White et al.）.
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要　　　　旨

高分子材料の自己修復材料開発研究の現状について述べる。近年，動的共有結合や水素結合，金属－配位子相互作用，ホスト－ゲ
スト相互作用など，種々の分子間相互作用を利用してさまざまな自己修復材料に関する研究が行われている。本総説では過去10年ほ
どの自己修復に関する研究について概説する。とくにホスト－ゲスト相互作用を用いた巨視的な自己組織化や自己修復について具体
的に解説する。

キーワード：高分子，自己修復，分子認識，ホスト－ゲスト相互作用

解　　説
J. Jpn. Soc. Colour Mater., 89〔4〕，122–128（2016）

﻿

122

© 2016 Journal of the Japan Society of Colour Material －16－


